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［要旨］東南アジアにおける 3タイプの代表的な湿地林として、マングローブ林、淡水湿地林お

よび泥炭湿地林における地上部での炭素固定機能（蓄積量と蓄積速度）を評価するため、いくつ

かの林分に固定試験地を設定してセンサスによるサイズ構造と成長を把握した。発達した天然林

から 6年生の若い林までで、マングローブは 282.2 から 38.2tonC/ha の炭素を蓄積でき、その蓄

積速度は若い林では 5.5 tonC/ha/yr に及んだ。河畔の淡水湿地では冠水頻度により炭素蓄積機

能には差がみられ、段丘上の冠水頻度の低い林が 89 tonC/ha 弱であったのに対し、河畔低地で

は 23 ton C/ha 程度と 4倍近いひらきがみられた。蓄積速度は低地でも段丘上でも 1 tonC/ha/yr

程度であった。泥炭湿地林では湿地の中央部での炭素蓄積量は 190 tonC/ha であった。 

 

[キーワード] マングローブ林、淡水湿地林、泥炭湿地林、地上部炭素蓄積量、炭素蓄積速度 

  

１．はじめに 



熱帯における低湿地林の維持機構と炭素固定機能の解明、農地など土地利用転換に伴う炭素貯

留量変化の解明、温暖化抑制を促す土地利用（湿地林の再生）のための地域社会エンパワーメン

ト（活性化）、及び熱帯低湿地の有効な土地管理オプションの提案を目的として研究を進めてい

る。 

森林セクターにおいては、様々なタイプの湿地林における炭素蓄積量とその過程、及び蓄積速

度の把握が不可欠である。東南アジアをはじめとする熱帯地域の湿地林は、海岸部低地、内陸部

冠水域を問わずその広がり、地上部現存量ならびに地下部における根系、泥炭等有機物としての

炭素蓄積の大きさにおいてきわめて重要な存在である。この湿地林についての炭素蓄積量の定量

的評価は、しかしながら調査の困難さのため一部マングローブ林を除いては、森林の種組成につ

いての報告はあるものの淡水湿地林、泥炭湿地林ともほとんど行われてこなかった。湿地林の維

持機構と生産力の把握は今後の多様な湿地林を包含する湿地帯の管理政策立案と決定には不可

欠の基本情報であり、データ蓄積・解明とその精度向上が急がれる。 

 

２．目的 

本研究は主として東南アジア低地の湿地林における地上部での炭素固定機能を明らかにする

ことを目的としている。そのため、マングローブ林、淡水湿地林および泥炭湿地林の 3タイプの

森林について、いくつかの試験地を設定し、地上部現存量およびその蓄積速度を求めた。 

このうちマングローブ林については、主としてタイ、マレーシア両国のマレー半島西岸におい

て、製炭原料生産のため皆伐と天然更新による再生が数十年周期で繰り返されてきた林業地域

（マレーシアでは現在も進行中、タイでは 1989 年の天然林禁伐令により 2003 年までに林業活動

は停止）を対象に、再生後の経過年数や更新・発達段階の違いと現存量や成長量との関係を求め

た。東南アジアではないが原生に近い林分としてのミクロネシア連邦国ポンペイ州のマングロー

ブにおけるデータを加えての機能評価を試みる。 

淡水湿地林に関しては、本研究では東北タイ、ヤソトン県の、国際河川メコン川の支流ラムセ

バイ河畔に分布するものについて、地形の高低によって決定される冠水期間との関係で林分構造

と地上部現存量ならびに成長速度の把握を試みた。 

泥炭湿地についてはスマトラ島東岸リアウ州のシアク川とカンパル川に挟まれた湿地域を対

象に、両河川の中間位置（約 18km ずつ、今回調査データ）および河岸から約 5ｋｍ位置までの

数箇所についての林分構造パラメータ 10)を収集した。うち中間位置はレンズ型に発達するとさ

れる泥炭湿地のほぼ中央部に相当する。この中間位置地点でのサイズ構造から地上部現存量推定

を試みた。 

 

３．研究方法 

（１）手法 

 地上部現存量およびその蓄積速度推定のための基本的な調査は、設定した試験区における個体

ベースでのサイズセンサスならびにその繰り返しによる個体サイズ成長および枯死個体の把握



である。 

測定した個体サイズに林分タイプ等で決定されるアロメトリを適用して個体毎の幹、枝、葉、

花・果実、マングローブにおいては地上根の重量を推定し、地上部個体重を求める。 

設定した試験区内の対象とする全個体の重量の合計から、単位面積当たりの現存量を推定する。

また繰り返しセンサスで求めた現存量の変化量が、2回のセンサス期間における林分成長量であ

り、単位時間当たりの値としてあらわす。炭素量へは、本研究では現存量に換算率 0.45 を乗じ

て換算した。 

（２）試験地 

 図-1 に試験地の位置を示す。 

 

 

 図-1 試験地位置 

 

 各タイプ湿地林に設定した調査区の位置、試験区サイズ、主要構成樹種、林齢/発達段階など

の情報を以下に示す。 

１）マングローブ林 

① タイ国ラノン県（マレー半島西岸）プラパット海岸（9°22′N、98°25′E） 

1989 年の天然林禁伐令までは皆伐による製炭用材生産が行われていた。禁伐令から数年以

内に伐採は停止され、2003 年時点での推定林齢はおよそ 16 年生であった。海岸沿いにある

カセトサート大学所属の沿岸資源研究場構内の河口近くの潮入内に 3 林分、海岸から 1km

程度入り江内のマングローブ域を遡った地点に 1林分の試験区を設けた。 

② タイ国トラン県カンタン郡 Tura 島（7°20′N、99°30′E）とその周辺 

トラン川河口近くのマングローブ域内にある面積約20ha程度の小島に成立したマングロー

ブ林であり、1980 年代には Rhizophora apiculata が優占する中に、老齢化した先駆性樹種



Avicennia officinalis の大径木がわずかに残存していた。同島の天然生 Rhizpophora 林の

推定林齢は 1987 年時点で 45 年生前後（13）、同年に試験区設定後、1990～1999 年の間 9回

の繰り返しセンサスを実施した。 

③ マレーシア、ケダー州 Merbok マングローブ（5°38′N、100°27′E） 

  Sungai Petani 川の流域に発達したマングローブ林であり、伐期齢 30 年程度でのマングロ

ーブ材の皆伐が現在でも行われている。再生後の林齢の異なる 3林分（林班名から C-7：2003

年時で 19 年生、C-9：6 年生、C-12：29 年生）に試験区を設定した。 

④ マレーシア、ぺラック州 Matang マングローブ 

長期間伐採が行われていない老熟林と分類される 34 林班内の天然生林に 1996 年に河岸か

ら幅 25ｍ×奥行 180ｍの試験区が設定され、同年に初回のセンサス 11)が実施された。2004

年にこの試験区を復元し、2004、2005 の両年に再センサスを実施した。 

ここまでの林はいずれも河川上流域からの土砂や栄養の供給を受ける大陸型のマングローブ

であり、ほとんどの林分では Rhizophora 属樹種が優占していた。 

⑤ ミクロネシア連邦国ポンペイ州 

背後に大きな陸地を持たないこの島（周囲わずか 80km 程度）のでは、島を取り巻くサンゴ

礁上にマングローブが発達している。製炭業による伐採や、農地他への土地利用転換がほ

とんど存在しなかったため、この島のマングローブ林はほぼ手付かずの状態で発達し、大

径木が多く混じる。ここでは 1994 年以降に 5 林分で試験区を設定し、2005 年までの間数

年おきにセンサスを繰り返した。   

２）淡水湿地林 

淡水湿地林については、タイ国東北部のメコン支流ムン川から派生してヤソトン県カム

クワンケオ郡とアムナートチャラン県、フアタパン郡の境を流れるラムセバイの右岸に、

雨期の冠水期間の長い河畔低地から段丘上の林にかけて試験区を設定し（15o35’41”N、

104o27’64”E）、2005、2006、2007 年の 3 回センサスを繰り返した。この河畔の淡水湿地

林では毎年雨期後半 10 月頃に増水のため水位が 5～6ｍ程度上昇し、河畔低地の背の低い林

分は一部 2～3ヶ月以上冠水する。 

 

３）泥炭湿地林 

泥炭湿地林の試験区はリアウ州シアク県の県都シアクスリインドラプラから南に入った

シアク川とカンパル川のほぼ中間地点に分布する広大な森林内に 2006 年に設定した。 道

路脇の幅広い排水溝を越えた森林内に 100×100 ㎡の試験地を設定し、センサスを行った。

同試験区はレンズ型に発達するとされる泥炭ドームのほぼ中央部に位置するため増水時以

外の地下水位は低く、周縁部と比較すると生産力は低いと見られる。 

また泥炭ドーム周縁部についてはカンパル河中流部 Teluk Meranti 郡内の泥炭湿地林

（0°7’N、102°28’E）に設置された河岸からドーム中央に向かって 0.8～4.3km 位置ま

で 0.5km 間隔の 7カ所のプロット（各 1ha ずつ）の林分構造データを用いた。 



   センサスにあたっては、個体番号を与えてプロット内位置を記録し、樹種同定後に幹直径

D(cm)を測定した。マングローブ林では(2)のカンタン試験区で幹直径 4ｃｍ、その他の試験

区では樹高 1.3ｍ以上のそれぞれ全個体について実施した。支柱根の発達する Rhizophora

属樹種については支柱根の肩から 0.3ｍ上方での幹直径を、支柱根の発達が明瞭でない非

Rhizophora 属樹種については胸高直径（DBH：地上高 1.3ｍ位置での幹直径）を測定した。

また淡水湿地林については胸高直径（DBH）4cm 以上の、泥炭湿地林については 5cm 以上の

全個体について測定した。 

 

マングローブ林、淡水湿地林では一部個体については樹高 H(m)も測定し、幹直径―樹高関係

（D-H 関係）を決定した。センサス対象個体の樹高を推定して重量を算出するためである。泥炭

湿地林については不明種が多く、樹種同定はまだ完了していない。また泥炭湿地林での樹高は大

部分を目視により判定したものである。 

 

４．結果・考察 

（１） マングローブ林 

 表-1～3 にはミクロネシア、南タイ天然生林および皆伐後更新した天然生林の、主要試験区に

おける林況 4)を示した。 

 地上部現存量は個体毎の器官重（幹、枝、葉、花/果実及び Rhizophora 属樹種については地上

根重を含む）～個体サイズとの関係を示す Komiyama et al. （1988) 6）によるアロメトリを用い

て推定したものである。 

表-1 ミクロネシアのマングローブ林試験区（1ha）2 ヶ所の測定開始時の林況 

 

平均直径

(cm) 

最大直径

(cm) 

平均樹

高(m) 

最大樹高

(m) 

立木密度

(本/ha） 

BA   

(m２/ha） 

PC-1 全樹種 17.2 123.4 16.4 33.7 1558 47.4 

樹種別       

Rhizophora apiculata 18.6 51 20.3 27.4 1172 34.4 

Bruguiera gymnorrhiza 8.7 37 8.3 22.3 352 3.8 

Sonneratia alba 53.9 123.4 27.5 33.9 34 9.2 

       

PE-1 全樹種 26.2 204 18.7 38.2 641 57.3 

樹種別       

Rhizophora apiculata 21.8 45.1 21.3 27 366 15.6 

Bruguiera gymnorrhiza 23.1 65.2 14.7 25.3 179 12.2 

Sonneratia alba 86.6 204 30.8 38.2 34 24.3 

Xylocarpus granatum 28.9 69.9 16.4 25.9 62 5.2 

   

 

 



 表-2 南タイ、カンタン試験区における 12 年間の林況変化（Rhizophora 林） 

西暦(年) 1987 1990 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 

立木密度（本/ha） 1,001 984 833 785 773 733 715 657 631 598 

BA(m2/ha) 26.2 28.4 28.7 28.5 29.4 28.9 29.3 29.7 30.0 29.7 

  

表-3 南タイ Ranong およびマレーシア、ケダー州 Merbok の試験区における測定開始時の林

況 

  優占種 林齢（年） 平均サイズ 立木密度 BA 

    D(cm) H(m) （本/ha） (m2/ha) 

Ranong A Avicinnea alba 16 14 12.5 647 12.7 

（南タイ） B Rh. apiculata 16 12.5 13.3 800 10.9 

 C Rh. apiculata 16 8.3 11.6 3,733 24.5 

 D Rh. apiculata 16 11 11.7 1,613 22.3 

        

Merbok 1 Rh. apiculata 6 4.4 8.2 12,300 20.3 

(ﾏﾚｰｼｱ) 2 Rh. apiculata 19 17.3 19.8 822 21.4 

 3 Rh. apiculata 29 16.5 19.9 813 25.4 

  

表-4 に試験地を設定したマングローブ各林分における地上部炭素蓄積量と蓄積速度とを地域別

に示した。 

 

表-4 地域、タイプ別マンブローブ林の地上部 C蓄積量と蓄積速度 

 

 

 



表-4 におけるミクロネシア、PE-2 試験区におけるマイナスの炭素蓄積速度は、この成熟林分を

構成する大型個体の枯死によるものである。十分に発達し、大きな成長がみられない成熟林であ

るため、重量の大きな少数の大型個体の損失が大きく反映される。このマングローブ林における

地上部炭素蓄積量と蓄積速度の関係を図-2にまとめて示した。Avicennia属樹種が優占するタイ、

Ranong の Plot-A および Sonneratia alba が優占するミクロネシアの PS-1 では蓄積速度が、同程

度の地上部蓄積を持つその他の Rhizophora 優占林分と比べて低い。これらを除けば、蓄積量の小

さな、一般的に若い林ほど蓄積速度が高い。 
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   図-2 マングローブ試験区の地上部炭素蓄積量と蓄積速度との関係 

     



図-3 タイ、マレーシアのマングローブでの林齢と地上部炭素蓄積量の関係 

 

 またタイ、マレーシアでの推定林齢と地上部炭素蓄積量との関係を図-3 に示した。図中の

Thai および Thai NF は Kongsanchai.(1988) 7）による材積(m3)を比重≒1 である Rhizophora 属

樹種の幹重とみなし、タイの Trang 県、カンタンでの天然生林での地上部に占める幹重の割合を

考慮して地上部現存量を推定した。天然林（NF）では林齢不詳のため、仮に 100 年生とした。天

然林でも林分間の開きが大きいことがわかる。 

発達した林分である Matang のものの炭素蓄積が低かったのは、その後 9年間での高い増加（炭

素にして 114→156.5tonC/ha）あったことからも判断して、この試験区の中央部が 1996 年以前

に生じた林冠ギャップの再生段階にあり、小径木が集中していたためであり、その後の旺盛な成

長が反映されたためであると考えられた。 

 

（２） 淡水湿地林 

１）試験区の地形 

淡水湿地はマングローブ、泥炭湿地とともに海岸に近い低湿地としてこの三者一組で語られる

ことが多い。しかし低地の河川沿いに発達し、自然堤防として上流から流下した肥沃な土壌を堆

積させた淡水湿地に成立した低湿地の淡水湿地林は、東南アジアではその肥沃さのためほとんど

の森林がすでに開発され、水田やゴム、ヤシ等の木本作物プランテーションに転換されてしまっ

た。このため本研究では、雨期後半の増水した川水が、同時期の水位上昇によるメコンの河口閉

塞により本流へ流れ込めずに河岸に溢れ数ヶ月間冠水下におかれる河畔に成立する森林を対象

として調査を行った。この時期の増水は水位を 5～6ｍも上昇させ、水面の幅は数キロにまで拡

大する。このようなアマゾン流域やメコン下流のトンレサップ周辺などに代表される内陸の河川

沿いに成立する季節的な冠水による淡水湿地林は、世界の様々な地域、気候帯に分布するもので

あり、今回の対象地は小規模ながら典型的な内陸河畔の淡水湿地林の特徴を備えている。 

図-4 にラムセバイ河畔に設定した調査区の河畔から陸側にかけての断面地形図を、センサス

した全個体の位置とともに示す。定期的に冠水するため河岸から 70ｍ程度内側の相対地盤高 3m

程度の林内まで漁労用の仕掛け（エリ）が常設されている。調査区外にあるシロアリ塚の漂着物

から判断すると数年に一度の大きな氾濫時には約 8m まで河川水位が上昇するようだ。 

図-4 下図は河畔からの距離（m）と林分構成木の樹高との関係を示した。河岸付近に樹高 20

ｍ級のSyzygium属樹種が1個体あったのを除き、80ｍ地点近くまでは7～9mまでの林冠が続く。

80ｍ以奥から樹高 10ｍ超の個体が出現しはじめ約 90m 地点では林冠は 25ｍ程度の高さを持つよ

うになる。この陸側の 20ｍ超級の林冠を形成する多くはフタバガキ科樹種であった。林冠高か

らは、このフタバガキ科樹種が出現し始める手前の 80ｍ地点付近までが毎年冠水するゾーンで

あるとみられ、その相対地盤高は 4～5ｍの範囲にあった。また河岸低地の 0～40ｍゾーンでは雨

期前半でも湿地状の草付きがみられる。 

 



  

図-4 試験区の立木位置、縦断地形および出現木の樹高 

 

 

 

２）林分構造 

 ① 樹種構成 

 表-5 は試験地内の出現樹種のリストである。2個体以上出現した樹種について、河岸からの距

離別に出現個体数を示した。表の下部、横線以下 4種はフタバガキ科樹種であり、Dipterocarpus 

alatus のように東北タイなどに広く分布する落葉フタバガキ林の主要構成メンバーとして林冠

層を形成するものも含まれる。試験地内に出現した樹種は種レベルまで判定されたものが 42 樹

種、属レベルまで判定されたものが 4樹種、表には記載していないが 2006 年時点で不明なもの

が 17 種あった。図-4 に示した試験地の地形縦断面と併せて、表からは河岸からの距離との関係

で樹種別に乾/湿の出現傾向が読み取れる。 

 ② サイズ構造と林分動態 

 図-5（左）に幹直径の頻度分布を示す。2005 年のデータでは直径 25cm 以下の個体が、0.36ha



の試験地で全 528 個体出現したうちの 95％以上を占めていた。立木密度は 2005～2007 年の 2年

間で 1467 から 1508 を経て 1503 本/ha に増加、胸高断面積合計 BA(㎡/ha)は 21.3 から 22.3 に増

加した。 

 

 

図-5 (左)淡水湿地林の DBH 頻度分布       （右） DBH～個体重アロメトリ 

 

この間 ha あたり 19 本が消失し 67 本が新規加入した。この個体数変化は冠水期間の長い 0～40m

ゾーンで最も大きい。 

３）地上部炭素蓄積量 

① 河畔低部群落の個体サイズ～重量アロメトリ 

現存量推定にあたって、段丘上の主に林に現れる樹高 20ｍを越すような樹種には東北タイの

DDF（乾性フタバガキ林あるいは落葉フタバガキ林）についての既存のアロメトリ 12 )を、河畔低

地部分を占める樹高 10ｍに満たないヤブ状の多幹な樹種群については伐倒調査により DBH をパ

ラメータとする地上部重推定用のアロメトリを新たに決定してそれぞれ用いた。図-5（右）に河

岸低部に頻出する樹種 6 樹種 25 個体から得た、DBH（胸高直径）と wTotal（地上部個体重）の

関係を示した。両値の間にはべき乗式で表せる関係（次式）が成り立つ。 

wTotal = 0.2744DBH2.0792   （R2 = 0.9287） 

同式を河畔低部に頻出する樹種（大木となる Syzygium 属樹種は除いた）に適用し、樹種別の

DBH データに当てはめて低部矮性樹種の地上部個体重を推定した。 

② 地上部現存量推定及び成長速度 

30ｍ×120ｍの試験区全体での地上部現存量は 2005、2006、2007 年のそれぞれで 115.0、119.5

及び 119.0 ton/ha とわずかに変化した。河岸から段丘上に向けての距離 40m ずつの低、中、高

位の各ゾーンに区分すると（試験区内最河畔にある Syzygium sp.大径木 1個体：2005 年時点で

DBH104cm、樹高 21m、推定個体重 6.4ton 及びツル性木本の値を外して示す）、2005 年には低、中、



高位の 3 ゾーンでそれぞれ 48、46、198 ton/ha であったものが 2 年後の 2007 年には 52、50、

202 ton/ha と、各ゾーンともわずかながら増加がみられた。 

 

表-5．ラムセバイ試験区における出現樹種、個体数と河岸からの距離の関係 

（2個体以上出現種） 

 

 

③ 地上部炭素蓄積量と蓄積速度 

炭素量に換算(有機物量×0.45 を用いた)すると、ラムセバイ淡水湿地林の炭素蓄積量は 51.8

から 53.6 ton C/ha に増大し、炭素蓄積速度は 0.9 ton C/ha/yr となった。ただし冠水条件差に

より 40m 幅のゾーン間でみると蓄積量で 23～91 ton C/ha、蓄積速度にも 0.8～1.0 ton C/ha/yr

程度の幅があった。また低位ゾーンでは枯死や住民による伐採利用など、消失する個体も多い。 

 

（３） 泥炭湿地林 



川からの距離に沿って Koompasia 及び Durio 属樹種が優占する混交湿地林、Shorea 及び

Swintonia 属が主体の湿地メランティ林、Plaquium と Swintonia が多いスンタイ・パダン林の帯

状分布が認められた。このうち川に近い部分では板根を発達させる Koompasia malaccensis、

Swintonia glauca、Shorea teysmanniana、呼吸根を持つ Ganua mottleyana などが林冠木として

比較的多く分布しているが、林内の微地形・微環境に応じて多様な樹種の若木の成立が認められ

る。川岸から内陸にかけての各プロットの林分構造パラメータを表-6 に示す 0)。BA（断面積合

計）は 30～38.1 の範囲にあり、Anderson によるスマトラとボルネオの泥炭湿地林 2,3)の値と大

差はない。林冠高は 33～46m 程度あり、Anderson (1961) 1)によるブルネイの混交湿地林とパダ

ン・アラン（あるいはパダン・メダン）林の中間的なサイズといえる。上記 3タイプ林分での泥

炭深は混交林：<2m、メランティ林：2～5m、スンタイ・パダン林：>5m、地下水の電機伝導度や

リター量、林冠高も川からの距離との相関がみられた。 

泥炭ドーム中央部では、DBH5cm 以上の個体数は 1,643 本、うち生存個体は 1,619 本であった。

DBH25cm 以下の個体がほとんどを占めたが、わずかに直径 90cm 近いものも混じる。同林分では

林冠構成木としては Shorea teysmanniana や Palaquium obovatum が目立った。同林分での最大

樹高は 56m であったが、強風によるとみられる斜傾、倒伏、曲がり、頭飛びなどの個体が目立ち

（全体の 15％程度）、枯死個体の集中がみられた。直立個体は 1,397 本であった。泥炭ドーム中

央部での BA(断面積合計：㎡/ha)は枯死木を含む全個体で 30.8、うち生立木は 28.7（直立個体

は 26.1）であった。カンパル川河岸から 5km 以内の泥炭ドーム縁辺部の泥炭湿地林での値：30.0

～38.1 ㎡/ha と比べ 25％近くも低い。縁辺部と比べドーム中央部はより貧栄養かつ乾燥した立

地環境であることを反映したものと見られる。DBH 頻度分布（図-6）を基にした M-w 図による個

体サイズ構造解析 5)からは、この林分が 4階層から成立していることが明らかにできた（図-7）。 

 

表-6 カンパル川河岸の７試験区における林分パラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泥炭湿地林に関しては、これまで植物体量に関する情報は植生や断面積合計等程度 8,9,13、14）

であり、現存量推定のためのサイズ情報やアロメトリはまだない。このため本研究ではサラワク

Plots A B C D E F G 

1 個体数(DBH1cm 以上） 173 322 243 270 303 338 292 

1 樹種数（DBH1cm 以上） 59 54 40 46 47 48 45 

2 樹種数（DBH10cm 以上） 48 45 31 32 34 33 38 
2BA (m2/ha) 32.2 33.6 32.7 38.1 31.9 30 36.3 

 林冠高 (m) 46 38.6 42.9 41.4 36 33.5 36 

 泥炭深 (m) 0.4 4.2 4.8 5.3 5.8 6.3 8.5 

川岸から 800m 内側に A、500m 毎に B、C･･･G の順に配置    

1 20×20m2 サブプロットにおける値       

2 40×60m2 サブプロットにおける値       

 



の熱帯多雨林における Yamakura et al(.1986) 15)のアロメトリを用いて暫定的な現存量推定を

試みた。この幹直径～樹高アロメトリと今回の直径-樹高関係との当てはまりをみるとR2＝0.773

が得られた。DBH データとこの直径-樹高関係から樹高を推定し、サイズ～個体重アロメトリを

当てはめて単位面積当たりの個体重を試算したところ地上部現存量として 389.5ton/ha（171 ton 

C/ha）を得た。 

 なお実測（目測分含む）した樹高データを用いた試算値は 281.3ton/ha（125 tonC/ha）であ

り、ha あたり現存量で 108 トン（炭素量で 46 トン）の開きがある。今後樹高の精査ならびに出

現樹種の容積重情報を集めて推定精度向上を図り、本研究期間では十分な成長が見込めなかった

ため実施しなかったが、ある程度の期間をおいての再センサスにより、炭素蓄積速度を算出する

必要がある。 

 表-6 の河岸の泥炭湿地林 7 林分と今回のザムルット試験区の断面積合計を河岸からの距離と

の関係について示したのが図-8 である。泥炭ドーム中央での林分の貧弱化が顕著である。 

 

    

図-6 泥炭湿地林試験区の DBH 頻度分布    図-7 泥炭湿地林試験区における 

サイズ階層構造 

 

図-8 河岸からの距離と泥炭湿地林の断面積合計との関係 



 

 

 図-9 には上記 3 タイプの湿地林試験区における地上部炭素蓄積量を断面積合計値との関係で

示した。地形的な制約上分布面積は広くはないが、マングローブは地下部への泥炭蓄積能力によ

ってのみでなく地上部においても、優れた炭素固定装置といえよう。 
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図-9 マングローブ林、淡水湿地林および泥炭湿地林における地上部炭素蓄積量 

（断面積合計の関係で示す） 

 

５．本研究により得られた成果 

（１）科学的意義 

  熱帯に分布するマングローブ林、淡水湿地林および泥炭湿地林についての地上部炭素蓄積量

と炭素蓄積速度を精度高く推定でき、湿地林の炭素蓄積機能解明に貢献できた。 

（２）地球環境政策への貢献 

  今後、学会誌、学会講演、書籍での公表を通じて成果の広報・普及に努める。 
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